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２.	張込終了後、循環をおこなわずに直接、乾燥に入る場合には、必ず次の操作をおこなってくだ
さい

①	穀物量ダイヤルを回して、張り込んだ穀物量に合わせてください。

②	条件設定にある  ボタンを押し、  にランプを合わせ、  ボタンを押し、希
望の水分値に ・  で合わせ  ボタンを押してください。

③	条件設定にある  ボタンを押し、  にランプを合わせ、  ボタンを押し、希
望の数値に ・  で合わせ  ボタンを押してください。

操作方法については、P.48 ～ 51 を参照してください。

●	乾燥中に本機を停止させたい場合は、 （停止）ボタンを押してください、バーナが消火
します。

再度 （停止）ボタンを押せば繰出しモータが停止し、15 秒後に搬送モータが停止します。

乾燥中に、 （停止）ボタンを２回押せばバーナが消火し、繰出しモータ、搬送モータは
すぐに停止します。
※送風機は本機内部を冷却するため、30 分間稼働し続けます。

乾燥が進むにつれて、穀物量が目減りしていきますが、穀物量をそのつど修正する必要はあ
りません。
穀物量を修正すると、乾燥時間が長くかかるなどの問題につながります。

３.	乾燥中の温度は、次の操作手順で確認することができます。

熱風温度の確認のしかた

●  ボタンを押して ' 熱風温度 ' を選択してください。その時、表示部に表示される値が、熱
風温度になります。

�Þ� �å�µ�Ä�x�z�ä
é�9�S�U�����Æ�w	Ô�ù�w�‹�w�p�b�{

補　足
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4.	 現在の水分値は、次の操作手順で確認することが出来ます。

水分値の確認のしかた
①  ボタンを押し「水分値」にランプを合わせてください。

●  ボタンを１回押すごとにランプの点灯位置が稼働し、そのつど表示部に値が表示さ
れます。

「水分値」を選択したときに表示される値は前回に測定された水分値です。

②  ボタンを押してください。
●表示部に　　　　 （95 秒）が表示され、１カウント（1秒）ずつカウントダウンし　　　
　　　　になると同時に現在の水分値が表示されます。

乾燥中、  ボタンによる水分測定は何度でも有効です。

水分値　　熱風温度　　穀物温度

1

2

95秒後

補　足

補　足
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５.	乾燥中に次の条件を満たすと乾燥が終了となります。

乾燥終了の条件は、設定した停止水分値以下の水分値を 3回中 2回自動的に検出すると乾燥
が終了となります。
乾燥が終了すると、バーナが消火し、30 分後に本機が停止します。

  ボタンによる水分測定値は、乾燥終了の条件から除外されます。
また、設定した停止水分値以下の水分値が表示されているにもかかわらず、バーナ
が燃焼している場合には、約 10 分間お待ちください。10 分の間に自動的に水分測
定がおこなわれ、停止水分値以下の水分値が検出されると乾燥が終了となります。

30分後約10分後

55秒後

自動乾燥終了時の操作パネル表示
　（例：停止水分値が15.0％の場合）

補　足
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■籾・麦を排出する前に（水分値の確認）
本機内の籾・麦をサンプル容器で取り出し、必ず手動水分計の水分測定値と制御盤に測定されて
いる水分値を比較し、必要に応じて水分補正をおこなってください。

水分補正とは、乾燥機で測定された水分値を実際の水分値（手動水分計による水分
測定値）に合わせることをいいます。

サンプル容器を取り出し、' 採取時 ' の状態に入れ直し （循環）ボタンを押してください。
約 30 秒の間隔でサンプル容器を数回取り出し、容器内の籾・麦を受け皿にあけてください。

籾・麦の採取が終了しましたら、サンプル容器を ' 乾燥中 ' の状態に戻してください。

受け皿に採取した籾・麦の水分をお客様が持っている手動水分計で測定し確認してください。

手動水分計で水分を測定する場合には、必ず次のことを守ってください。
①採取した籾・麦には手を触れないでください。
②採取した籾・麦の穀温が常温となってから測定してください。
③ハンドルはストッパまで締め込んでください。
④水分を３回以上測定し、その平均値を求めてください。

補　足

補　足
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制御盤に表示された水分値と手動水分計の測定値に誤差がある場合には、次の手順で水分補正を
おこなってください。

サンプル容器

受皿乾燥時 採取時

ハンドル

ストッパ

１. 乾燥終了後、本機での水分確認

２.手持ち水分計での水分確認

３. ４.

約95秒後
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水分補正のしかた
１. 水分補正は、水分値補正ダイヤルのセット位置を変えることによっておこなえます。
水分値補正ダイヤルは次のように操作してください。
①希望の停止水分値まで乾燥されていない場合は “乾燥不足 ” の方向に回してください。
②希望の停止水分値よりも乾燥されている場合は “乾きすぎ ” の方向に回してください。

●	例えば、表示水分値が 15.5% で、手動水分計による測定値の平均が 14.5% の場合の水分値
補正のしかたは次の通りです。

➡　' 乾きすぎ ' の方向に回し ' ー 1 ' にあわせてください。
　表示水分値が自動的に　　　　  から　　　　  に変わります。

籾乾燥時

標準セット位置は ' 籾レンジ・0' です。

●	例えば、表示水分値が 15.5% で、手動水分計による測定値の平均が 16.5% の場合の水分補
正のしかたは次の通りです。

➡ ' 乾燥不足 ' の方向に回し ' + 1 ' にあわせてください。
　表示水分値が自動的に　　　　  から　　　　  に変わります。

変更前 水分値補正 変更後 水分値補正

表示部に水分値が表示されている時に  ボタンを押してください。
何もランプの付かない場所があります。その状態で  ボタンを押し ・  を
押します。0.1% ずつの補正が出来ます。
希望の値で  を押してください。（± 0.5% までの補正ができます。）

変更前 水分値補正 変更後 水分値補正

補　足

補　足
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標準セット位置は ' 小麦レンジ・０' です。

●	例えば、表示水分値が 12.5% で手動水分計による測定値の平均が 13.5% の場合の水分値補
正のしかたは次の通りです。

➡ ' 乾燥不足 ' の方向に１目盛回し、' +1 '　にあわせてください。

　表示水分値が自動的に  から  に変わります。

●	例えば、表示水分値が 12.5% で手動水分計による測定値の平均が 11.5% の場合の水分値補
正のしかたは次の通りです。

➡ ' 乾きすぎ ' の方向に 1目盛回し、' −１' にあわせてください。

　表示水分値が自動的に  から  に変わります。

変更前 水分値補正 変更後

水分値補正変更前 水分値補正 変更後

小麦乾燥時

補　足
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標準セット位置は ' ビール麦レンジ・０' です。

●	例えば、表示水分値が 13.0% で手動水分による測定値の平均が 14.0% の場合の水分値補正
のしかたは次の通りです。

➡ ' 乾燥不足 ' の方向に 1目盛回し、' ＋１' にあわせてください。

　表示水分値が自動的に  から  に変わります。

●	例えば、表示水分値が 13.0% で手動水分計による測定値の平均が 12.0% の場合の水分値　
補正のしかたは次の通りです。

➡ ' 乾きすぎ ' の方向に 1目盛回し、' ー１' にあわせてください。

　表示水分値が自動的に  から  に変わります。

変更前 水分値補正 変更後 水分値補正

変更前 水分値補正 変更後 水分値補正

２. 水分値補正終了後は、次のような対応をとってください。

①あわせた水分値が元の水分値よりも大きくなった場合
●	穀物が設定した停止水分値まで乾燥されていません。再び （乾燥）ボタンを押し、
再乾燥をしてください。
設定した停止水分値以下の水分値を３回中２回自動的に検出すると、乾燥が終了となり
ます。

②あわせた水分値が、元の水分値よりも小さくなった場合
●	穀物が設定停止水分値よりも乾燥されています。お買い上げの販売店あるいは弊社営業
所にご相談ください。

ビール麦乾燥時

補　足
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■籾・麦を排出する

１. （排出）ボタンを押してください。

昇降機、上部・下部コンベア、送風機、排出シャッタ、排塵機が稼働します（排出スロワ
等の外部搬送機を使用している場合は、それも稼働します）。15 秒後に繰出しモータが稼
働し、排出が開始されます。

●	排出中に本機を停止させたい場合は、 （停止）ボタンを押してください。繰出しモー
タが停止し、15 秒後に搬送モータ、送風機が停止し、そこから 30 秒後に外部搬送機が
停止します。
排出中に （停止）ボタンを 2回押せば繰出しモータ、搬送モータ、送風機、外部搬
送機はすぐに停止します。

排出時に送風機を停止したい場合には、お買い上げの販売店あるいは弊社営業所に
お問い合わせください。

（停止）ボタンを押した後の外部搬送機の稼動時間を変更できます。お買い上
げの販売店あるいは弊社営業所にお問い合わせください。

補　足
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●タイマー運転

■籾・麦を張り込む
●例えば、張り込み時間を 1時間 15 分に設定のしかたは次の通りです。

１.	 （張込）ボタンを押してください。

２.	  ボタンを押し、 に合わせ  ボタンを押し ・  で時間（１時間
15 分）に合わせ  ボタンを押してください。

３.	張込ホッパのシャッタレバーを引き上げ、籾・麦を投入してください。
●残時間表示が１分ずつカウントダウンしていきます。

タイマー運転中は、水分動作はしませんので、特に乾燥をおこなう場合
には、過乾燥にならないように注意してください。

タイマー運転終了後に必ず穀物量を設定してください。

注意

注意

1 2 3
シャッタレバー

張込ホッパ

種子籾・麦の乾燥でタイマー運転は避けてください。
種子籾・麦を乾燥する場合は、初期水分 25% 以下で、乾減率リミットを 0.8% 以下に設定し
マイルド乾燥をご使用ください。
※	種子用乾燥機と同様の温度制御にはならないため、発芽率や発芽勢に影響があります。

種子用乾燥機については、最寄りの弊社営業所にお問い合わせください。
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■籾・麦を循環する

●例えば、循環時間を 4時間 00 分に設定のしかたは次の通りです。

■籾・麦を乾燥する

１.	 （循環）ボタンを押してください。

２.	  ボタンを押し、「タイマー」に合わせ  ボタンを押し ・  で時間（４時間00分）

に合わせ  ボタンを押してください。

●残時間表示が１分ずつカウントダウンしていきます。

1 2

高水分（25% 以上）時の通風循環は 2 時間～ 12 時間の間にておこなってください。
※ 12 時間以上循環すると損傷が出るときがあります。

生籾にワラくずなどが多く混入していると、籾の流動性が悪く、乾燥ムラや変質の原因とな
りますので乾燥機に投入する前に再選別するなどして取り除いてください。

生籾は刈取り後、直ちに乾燥機に投入し、乾燥する量を全て投入するまでバーナに点火しな
いで循環してください。

もち米、酒米は胴割れしやすい品種なのでタイマー運転の使用は出来るだけ避けてください。
損傷粒が出る場合があります。

張込量が最低張込量未満の場合には、乾燥はおこなわないでください。
胴割れの危険性と籾が送風機から飛散することがあります。

乾燥終了後は、必ず手持ちの手動水分計で水分を確認し、必要に応じて水分値補正をおこなっ
てください。

タイマー運転中は、水分測定がおこなわれません。したがって、乾燥時には過乾燥にならな
いように十分注意してください。 
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●例えば、乾燥時間を２時間 10 分に設定のしかたは次の通りです。

■籾・麦を排出する
●例えば、排出時間を 0時間 50 分に設定のしかたは次の通りです。

１.	 （乾燥）ボタンを押してください。

２.	  ボタンを押し、「タイマー」に合わせ  ボタン‥
を押し ・  で時間（2時間 10 分）に合わせ‥
 ボタンを押してください。

●	残時間表示が 1分ずつカウントダウンし、残時間が
30 分になるとバーナが消火します。
その後、約 30 分経過すると本機が停止します。

1

2

1

2

１. （排出）ボタンを押してください。

２.  ボタンを押し、「タイマー」に合わせ  ボタン‥
を押し ・  で時間（0 時間 50 分）に合わせ‥
 ボタンを押してください。

●	 残時間表示が１分ずつカウントダウンしていきます。

タイマー運転の解除のしかたは次の通りです。
①本機が停止すると自動解除となります。

② （停止）ボタンを押して、本機が停止すると解除となります。
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点検・整備一覧表

実施項目
点検・整備の時期

参照
ページ

シーズン
前

シーズン
中

シーズン
終了後

燃焼系統
フ レ ー ム ア イ の 掃 除 79 ○

バ ー ナ の 掃 除 80 ○

配線・配管
電 源 コ ー ド の 確 認 77 ○

油 漏 れ の 確 認 77 ○ ○

グリス塗布箇所 駆動チェーンへのグリス塗布 78 ○

検出器
ロ ー ル 上 の 掃 除 81 ○

ブ ラ シ の 掃 除 81 ○

放射体 ホ コ リ 堆 積 の 確 認 82 ○

保護用ヒューズ ヒ ュ ー ズ 交 換 の し か た 83 ○

テスト運転のしかた 84 ○

●点検・整備一覧表

1.	点検・整備をおこなう前に、適当なハンドクリームを手に塗ってください。
2.	�保護衣、つなぎ、ゴム手袋などを着用してください。
3.	点検・整備が終わりましたら、直ちに付着した灯油、カーボンを石鹸で洗い流してください。
4.	汚れた衣服は必ず脱いで、洗濯してください。
5.	点検・整備をおこなうときには作業所を明るくし、換気も十分におこなってください。

●点検・整備

この章では、乾燥機の性能を最高に保つために必要な点検・整備上の手順を詳述します。
最良の効率を上げるには、乾燥機の定期的な点検・整備が大切です。
以下各項で示す期間に点検／整備をおこなってください。

臨時点検・整備
本書で言う“随時 ”とは、定期以外の点検・整備期間を示しています。
随時点検・整備期間は個々の使用状態に合わせて随時の点検・整備を決めてください。平均的な
点検時間は、毎乾燥終了後です。

点検・整備時には、火気厳禁を守ってください。
点検・整備時に外したカバー等は必ず元の場所へ取付けてください。
点検・整備は必ず制御盤から電源プラグを抜いておこなってください。

注意

点検・整備をおこなう場合、次に述べる衛生上のルールを守ることが大
切です。注意

点検・整備期間は、個々の状態によって変わります。従って使用状態に合わせて点検・整備
の時期を随時設定してください。
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●配線・配管

①	電源プラグの刃および刃の取付面のホコリを定期的に清掃し、ガタのないように刃の根元ま
で差し込んでください。

②	電源コードが断線、または被服の剥がれがないか確認してください。

①	配管に油もれがないか確認してください。

配管に油もれがあると、火災の原因になります。

ホコリが付着して接続が不完全な場合は、感電・火災の原因になります。
電源コードに断線、または被服の剥がれがあると感電・火災の原因にな
ります。

危険

危険

□電源プラグ・コードの確認　⇨　シーズン前におこなってください。

□配管の油もれの確認　⇨　シーズン前、シーズン中におこなってください。



6 章　点検・整備

78

①	バーナカバーを開けてください。
②	駆動チェーンにグリスを適量塗布してください。
③	作業終了後は、バーナカバーを元に戻してください。

●グリス塗布箇所

本機が起動しているときには、駆動チェーンにグリスを塗布してはいけ
ません。
手がチェーンに触れ、ケガをすることがあります。

注意

□駆動チェーンへのグリス塗布　⇨　シーズン終了後におこなってください。

グリスを塗布したときに下に落ちたグリスは、必ずウエス等で拭きとってください。



6 章　点検・整備

79

●燃焼系統

①	バーナカバーを外す。
②	バーナからフレームアイを引き抜く。
　その後、フレームアイの先端をやわらかい布で拭きとる。
③	作業終了後は、バーナカバーを元に戻す。

□フレームアイの掃除　⇨　シーズン前におこなってください。

フレームアイの感知棒にキズをつけないように取り扱ってください。
感知棒にキズがつくとバーナの炎を感知できず、連続燃焼しません。
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①	バーナカバーを外してください。
②	バーナから燃料ホースを外す。（ホースを外す際に下へ油受けを用意してください。
また、こぼれた油は必ず拭きとってください。）

③	ナット（4ヶ）を外し、バーナ部を取り出す。
④	ディヒューザに付着しているカーボンを取り除く。
⑤	バーナ取付け後、バーナカバーを元に戻す。

□バーナの掃除　⇨　シーズン前におこなってください。
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①検出器に接続されているコード（2本）のコネクタ部をつかんで手前に引き、外す。
②片手を検出器にあてがい、もう一方の手でブラケットの右端を上に持ち上げ取り外す。
③ロール上にゴミ・異物等がありましたら、取り除く。
④�検出器を裏側にして置き、適当なドライバで検出器ブラシ（2ヶ）を固定している小ネジ（各
2ヶ）を取り外す。

⑤�検出器ブラシを取り外し、ドライバ等の先端を利用してブラシ内の籾・麦の粉砕クズを取り
除いてください。その後、組付ける。

⑥�検出器を流し板の上に乗せ、ブラケットの左端のスリットをブラケット固定ボルトに引っ掛
け、右端の突起部がブラケット固定材のカット部に入り込むように、上から押し込む。

⑦検出器にコード（2本）を再び接続する。

●検出器
□ロール上の掃除とブラシの掃除　⇨　シーズン終了後におこなってください。

検出器を取り外すときには、落とさないように慎重に取り扱ってください。

コードはコネクタの形状にあわせて、しっかりと差し込んでください。

補　足
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●遠赤外線放射体

①	下部本体左側面中央部にある点検蓋①を取り外す。
点検蓋①は、ノブナット（2ヵ所）で固定されています。

②	下部本体内部流し板中央部にある点検蓋②を取り外す。
点検蓋②はナット（4ヶ）で固定されています。

③	開口部から遠赤外線放射体が見えますので、懐中電灯等を使い、ホコリの堆積状態を確認し、
ほうきやエアーコンプレッサ等で取り除いてください。

④終了後、点検蓋①、②を元に戻してください。

年数の経過とともに、放射体表面には斑点状の錆のようなしみが多少できますが、
乾燥に影響はありません。

ナット
ノブナット

放射体

流し板

点検蓋②

点検蓋①

下部本体（左側）

□ホコリ堆積の確認　⇨　シーズン終了後におこなってください。

確認のしかた

シーズン終了後に、遠赤外線放射体へのホコリの堆積状況をご確認ください。

補　足
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●保護用ヒューズ

①	制御盤の右側面の化粧ネジを取り外し、蓋を開いてください。
②	ヒューズホルダからヒューズを取り外し、不良ヒューズを新品ヒューズと交換してください。
③	ヒューズ交換後、蓋を閉めてください。

保護用ヒューズには全て 2Aの管ヒューズを使用しています。

（1）	保護用ヒューズを交換するときには、必ず制御盤から電源プラグを
抜いてください。感電の原因となります。

（2）	切れたヒューズの代わりにアンペアの大きいヒューズを取り付ける
のは絶対にやめてください。漏電したり、火災の原因となります。

危険

□ヒューズ交換のしかた　⇨　シーズン前におこなってください。

蓋

ヒューズ

電　源
（2A）

バーナ／滞留センサ
（2A）

排　塵　機
（2A）

補　足
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シーズンに入る前に必ずテスト運転をおこない、乾燥機の動作チェックをおこなってください。
事前に乾燥機の故障箇所の有無をチェックできますので、余裕をもってシーズンをむかえること
ができます。

運転順序 確認事項 チェック欄

1 ①電源プラグを接続する
②電源スイッチを ‘ 入 ’ にする。

①全ランプ点灯
②表示部   

③異常モニターランプが点滅しますか？

2 ①�穀物種類に ‘ テスト ’ を選択す
る

①表示部  になります

3 ①  ボタンを押す
①�昇降機、上部・下部コンベア、排塵機、
送風機が起動します
②異常音の発生がありますか？

4
①�設定停止水分値を 11.0％に
セットする

②  ボタンを押す

①�繰出しモータが回転し水分測定がおこな
われます

5 ①  ボタンを押す
①バーナが着火します
②バーナ燃焼状態は良好ですか？
③ 5分後にバーナが自動消火します

6 ①  ボタンを押す
①�バーナが消火し、30 分後に本機が停止し
ます

7 ①  ボタンを押す

①�昇降機、上部・下部コンベア、繰出しモー
タ、排塵機、送風機、排出シャッタが起
動します
②�排出スロワ使用時の場合は排出スロワも
起動します

8 ①  ボタンを押す

①本機が停止します
②�排出スロワ使用時の場合には本機停止
後、約 30 秒経過すると排出スロワが停
止します

9 ①電源スイッチを ‘ 切 ’ にする。
②電源プラグを抜く

テスト運転時に異常が発生した場合には、お買い上げの販売店あるいは最寄りの弊
社営業所にお問い合わせください。

●テスト運転のしかた

補　足
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1. 上部コンベア樋
①	上部コンベア残米処理レバーを数回上下に動かし、その後、‘ 残米処理 ’ 側に固定してくださ
い。上部コンベア樋内部の残留物が機内に落下します。

この章では、シーズン中に異なった品種を乾燥する場合、あるいはシーズン終了後の掃除箇所と
方法および乾燥機の保管のしかたについて詳述します。

●掃除のしかた

掃除をおこなう場合、次に述べるルールを守ることが大切です。
1.	保護衣、つなぎ、ゴム手袋およびマスクなどを着用してください。
2.	汚れた衣服は必ず脱いで洗濯してください。
3.	掃除をおこなうときには、作業所を明るくし、換気を十分におこなっ

てください。
4.	エアーブロワや掃除機などを使って、残留物を取り除いてください。
5.	掃除をおこなったときに、機外に取り除かれた残留物は、直ちに処理

してください。

掃除は制御盤から必ず電源プラグを抜いておこなってください。
掃除が終わりましたら、そのつど直ちに取り外した蓋、カバー、側板等
は元の位置に戻してください。

注意

警告
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2. 乾燥部
①	左右側板を固定しているクサビをハンマで下から軽くたたいて上に抜いてください。
②	側板の上下を固定している止め金具とクサビを外してください。
③	側板の取手を両手で握り、手前に引いて取り外してください。
④	乾燥部の内部の残留物を取り除いてください。
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3. 下部本体
①	下部本体の左右側板にある掃除口蓋を取り外してください。
②	内部の残留物を機外に取り除いてください。

4. 昇降機下部・下部コンベア樋
①	ベルトカバーを取り外してください。
②	掃除口蓋（2ヶ）を手前に引いて取り外してください。残留物が機外に出ます。
③	下部コンベア残米処理レバーを手前に引き、上に上げてください。
④	その後、数回上下に操作してください。

●	前記箇所の掃除が終了しましたら、次の手順で運転操作をおこなってください。
①	掃除のために取り外した蓋やカバーなどは元に戻してください。

②	制御盤の電源投入後は ボタンを押し、約 10 分間のカラ運転をおこなってください。

③	約 10 分経過後、本機を停止し、下記の箇所の掃除を再びおこなってください。
（1）昇降機下部
（2）下部コンベア樋
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乾燥機を長期間保管する場合には、乾燥機を保護するために適切な予防措置を取らなければなりま
せん。方法については次の通りです。

1. 本機の保管のしかた
①	排塵ダクトを使用している場合は、先端部を折りたたんで、ビニール袋などの中に収納して
ヒモで結わえてください。

②	安全カバー、掃除口蓋および点検蓋は、必ず元の位置に戻してください。

●保管のしかた
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■�下記項目に従って点検されても直らないときには、お買い上げの販売店あるいは最寄りの弊社営
業所にお問い合わせてください。

こんなときには ここをお確かめください 参照ページ

電
　
　
　
源

電源スイッチを ' 入 ' に
しても何も表示されない

制御盤から電源プラグが外れている
▶電源プラグを差し込んでください。

P.43

元電源のアンペアブレーカが 'OFF' または '切 ' になっ
ている
▶アンペアブレーカを 'ON' または ' 入 ' にしてく
ださい。

P.43

制御盤ヒューズが溶断している
▶電源ヒューズ（2A）を交換してください。

P.83

張
　
　
　
　
込

操作ボタンを押しても
モータが回転しない

電源プラグ内の端子がゆるんでいる
▶端子を+ドライバで締付けてください。

P.54

電源コードが断線している
▶電源コードを交換してください。

P.9

排塵ダクトが膨らまず
にしぼんでしまう

排塵機が稼働していない
▶排塵機ヒューズ（2A）が溶断しています。
交換してください。

P.83

「満量」ランプが点灯し、
ブザーが鳴る

投入している穀物量が最大張込量に達している
▶穀物の投入をやめてください。

 ボタンあるいは、  ボタンを押してく
ださい。

P.56

循
環
・
乾
燥

駆動チェーンが連続で
動いている

異常ではありません
▶循環・乾燥中は、繰出しロールが連続運転をお
こなっています。

 ボタンを押しても
すぐに本機が停止しない

異常ではありません
▶内部の詰まりを防止するため、搬送モータは 15

秒間動きます。  ボタンを２回押せば、搬送
モータはすぐに停止します。

P.59‥
P.63
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こんなときには ここをお確かめください 参照ページ

循
　
　
環
　
　
・
　
　
乾
　
　
燥

手動水分計と水分値が
あわない

検出器ロール上にゴミが溜まっている
▶検出器を掃除してください。

P.81

水分値が 18.0%以上のときには、手動水分計測定値と
制御盤表示値の間にある程度の水分誤差が生じます。
▶水分値が 18.0% 以下になってから、再度、水分
測定をおこなってください。

手動水分計の使い方が間違っている
▶もう一度、手動水分計の使い方を確かめ、水分
測定をおこなってください。

P.67

水分値補正のしかたが適切でない
▶再び、水分値補正をおこなってください。

P.66
～
P.70

水分表示がいつになっ
ても変わらない

異常ではありません
▶水分値表示は、自動的に水分測定がおこなわれた
ときだけに変わり、常時変化するものではありま
せん。

現在の水分値を確かめるには  ボタンを押
してください。

P.59‥
P.60‥
P.64

乾
　
　
燥

乾燥時間が長くかかり
すぎる

排風ダクトの抵抗が大きく風量が低下している
▶排風ダクトをまっすぐにピンと張ってください。

P.36

停止水分以下の水分値
が表示されていても
バーナが消火しない

異常ではありません
▶設定した停止水分値以下の水分値を 3回中 2回
自動的に検出するとバーナが自動消火し、約 30
分後に本機が停止します。
自動的に水分測定がおこなわれるまでお待ちく
ださい。

P.65

排
　
　
出

 ボタンを押しても
すぐに本機が停止しない

異常ではありません
▶籾詰まり防止のために、約 15 秒間、本機を稼働
し続けます。
その後、自動停止となります。

P.46

本機停止後、すぐに外
部搬送機が停止しない

異常ではありません
▶籾詰まり防止のために、約 30 秒後に外部搬送機
を停止するようにしています。

P.46
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エラー表示 エラー内容 症状・処置 参照ページ

表示画面
条件設定 「点火」異常

燃料切れ
▶燃料タンクに灯油を給油してください。 P.52

送油バルブが開いていない
▶送油バルブを「開」方向へ回し、バル
ブを開いてください。

送油バルブ内へゴミ詰まり
▶エレメントを洗浄してください。

燃料ホースにエアーが噛んでいる
▶燃料ホースのエアー抜きをしてください。 P.52

バーナにカーボンが付着している
▶バーナを掃除してください。 P.80

表示画面
条件設定 「燃焼」異常

燃料切れ
▶燃料タンクに灯油を給油してください。 P.52

送油バルブが開いていない
▶送油バルブを「開」方向へ回し、バル
ブを開いてください。

送油バルブ内へゴミ詰まり
▶エレメントを洗浄してください。

表示画面
条件設定 「元ヒューズ」異常

制御盤へ三相 200V 電源が来ていない
▶漏電ブレーカから制御盤までの電源電
圧を確認してください。

表示画面
条件設定

「送風モータ過負荷」
異常

送風モータに負荷がかかっている
▶元電源の確認をしてください。
▶送風モータコードの配線関係の接触不
良を確認してください。

表示画面
条件設定

「搬送モータ過負荷」
異常

搬送モータに負荷がかかっている。
▶元電源の確認をしてください。
▶搬送モータコードの配線関係の接触不
良を確認してください。

籾詰まりしている
▶下部コンベア・昇降機の籾詰まりを確
認してください。

▶ V ベルト・昇降機平ベルトの張りの調
整をしてください。
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エラー表示 エラー内容 症状・処置 参照ページ

表示画面
条件設定

「スロワモータ過負
荷」異常

スロワモータに負荷がかかっている
▶コネクタの差し込みを確認してください。
▶スロワモータコードの配線関係の接触
不良を確認してください。

スロワ・外部搬送機が籾詰まりしている
▶スロワ・外部搬送機の籾づまりを取り
除いてください。

表示画面
条件設定 「記憶内容」異常 乾燥記憶内容に異常発生

▶リセットスイッチを押してください。

表示画面
条件設定

「熱風温度センサ」
異常

熱風温度センサの断線、ショート
▶熱風温度センサの配線関係を確認して
ください。

熱風温度が 80℃以上になっている
▶排風ダクトが張られているかを確認し
てください。

P.36

表示画面
条件設定

「穀物温度センサ」
異常

穀物温度センサの断線・ショート
▶穀物温度センサの配線関係を確認して
ください。

表示画面
条件設定

「外気温度センサ」
異常

外気温センサの断線・ショート
▶外気温センサの配線関係を確認してく
ださい。

表示画面
条件設定 「水分計」異常

水分計コードの断線・接触不良
▶水分計コードの配線関係を確認してく
ださい。

表示画面
条件設定 「水分値」異常

水分計コードの断線・接触不良
▶水分計コードの配線関係を確認してく
ださい。

乾燥物が実際に過乾燥になっている（10.5％
以下）
▶販売店へご相談ください。

表示画面
条件設定 「水分値」異常

水分計コードのショート
▶水分計コードの配線関係を確認してく
ださい。

検出器ロール間の異物噛み込み
▶検出器ロール間を確認してください。 P.81
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エラー表示 エラー内容 症状・処置 参照ページ

表示画面
条件設定 「フレームアイ」異常

フレームアイの断線・ショート
▶フレームアイの配線関係確認してくだ
さい。

P.79
フレームアイが汚れて燃焼判断ができない
▶フレームアイを引き抜き、掃除をしてく
ださい。

表示画面
条件設定 「風圧センサ」異常１

風圧センサのショート
▶風圧センサの配線関係を確認してくだ
さい。

▶風圧センサのスイッチを掃除してくだ
さい。

P.31

表示画面
条件設定 「風圧センサ」異常 2

風圧センサの断線、接触不良
▶風圧センサの配線関係を確認してくだ
さい。

▶点検口・掃除口等が開いていないか確
認してください。

P.31

P.82

表示画面
条件設定

「排出シャッタ」
異常１

排出シャッタモータが回転していない
▶排出シャッタモータコードの配線関係
を確認してください。

▶排出シャッタ内に異物が噛み込んでい
ないかを確認してください。

表示画面
条件設定

「滞留検出センサ」
異常

滞留センサの断線・ショート
▶滞留センサの配線関係を確認してくだ
さい。

P.31

下部コンベアに乾燥物が詰まっている
▶詰まりを取り除いてください。
▶ V ベルト・昇降機平ベルトの張り調整
をしてください。

表示画面
条件設定 「繰出し回転」異常

繰出しモータ・繰出しチェーンが稼動していない
▶繰出しモータの配線関係を確認してく
ださい。

繰出し回転センサの断線・接触不良
▶繰出し回転センサの配線関係を確認し
てください。

P.31
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エラー表示 エラー内容 症状・処置 参照ページ

表示画面
条件設定 「感震センサ」異常

感震センサの断線・接触不良
▶感震センサの配線関係を確認してくだ
さい。

P.31

表示画面
条件設定

「熱風温度上昇」
異常

熱風温度が設定基準温度より上昇している
（出荷時：外気温度＋25℃）
▶排風ダクトが張られているかを確認し
てください。

▶本体空気取入口を掃除してください。

P.36

表示画面
条件設定

「穀物温度上昇」
異常

穀物温度が設定基準値より上昇している
（出荷時：熱風温度＋５℃）
▶排風ダクトが張られているかを確認し
てください。

▶本体空気取入口を掃除してください。

P.36

表示画面
条件設定

「検出器穀物温度セ
ンサ」異常

検出器穀物温度センサの断線・ショート・接
触不良
▶検出器穀物温度センサの配線関係を確
認してください。

リセットのボタンを押し、必要な処置を施してもエラーを解除できない場合は、お買い上げの
販売店あるいは最寄りの弊社営業所にお問い合わせください。
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乾燥機をお使いいただいている間に、原因が不明で適切な処置がおこなえないと判断した場合、あ
るいは、点検・整備の結果、機械の動作に異常があった場合には、お買い上げの販売店あるいは弊
社営業所までご連絡ください。

販売元

営業所名 住所 電話番号
本社・工場 〒 348-8503

埼玉県羽生市小松台 1-516-10 048（561）2111
北海道営業所 〒 068-2165

北海道三笠市岡山 440-18 01267（4）2130
東北営業所 〒 984-0042

宮城県仙台市若林区大和町 2-12-28 022（235）9011
関東営業所 〒 348-8503

埼玉県羽生市小松台 1-516-10 048（561）2112
新潟営業所 〒 940-1146

新潟県長岡市下条町 686 0258（22）2131
金沢サービスセンター 〒 921-8062

石川県金沢市新保本 1-390 048（501）2257
大阪営業所 〒 567-0854

大阪府茨木市島 1-13-6 048（501）2257
中四国サービスセンター 048（501）2257
九州営業所 〒 839-0809

福岡県久留米市東合川 8-1-1 0942（45）0600



この取扱説明書において、万一、落丁、乱丁の場合は、おとりかえいたします。
お買い上げの販売店あるいは、弊社営業所までお申しつけください。



〒 348-8503　埼玉県羽生市小松台 1-516-10
☎ 048-561-2111 223531U100
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